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このマニュアルでは、Cisco Unity Connection：Cisco Unified Communications Manager Business      
Edition (CMBE) バージョン 6.0 のシステム要件を示しています。このマニュアルには、次の項があ    
ります。

 • ハードウェア要件（P. 2）

 • ソフトウェア要件（P. 2）

 • COS 制御機能の要件（P. 5）

 • Exchange の予定表と連絡先にアクセスする場合および TTS を使用して Exchange の電子メール     
にアクセスする場合の要件（P. 7）

 • Cisco Unity Connection Phone View の要件（P. 9）

（注） このマニュアルには、日本語化されたマニュアル名と英語版 URL が併記された箇所があり  
ます。日本語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてください。 
 

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml
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ハードウェア要件
Cisco Unity Connection の仕様を満たす 1 台のサーバ。 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_data_sheets_list.html にある『Cisco Unity 
Connection Supported Platforms List』を参照してください。

注意 サポートされていないプラットフォームでソフトウェアをインストールしようとすると、

Cisco Unity Connection の設定は失敗します。 

ソフトウェア要件
この項では、次のことを説明しています。

 • Cisco Unity Connection ソフトウェア要件 Cisco Unified CMBE サーバ対応（P. 2）

 • ソフトウェア要件：管理者ワークステーション（P. 2）

 • ソフトウェア要件：ユーザ ワークステーション（P. 3）

Cisco Unity Connection ソフトウェア要件 Cisco Unified CMBE サーバ対応
Cisco Unity Connection ソフトウェアおよび必要なすべてのサードパーティ ソフトウェアは、    
Cisco Unity Connection の設定によりインストールされます。

ソフトウェア要件：管理者ワークステーション

 • Cisco Unified CMBE サーバ上の Connection Web アプリケーションにアクセスするには、オペ      
レーティング システムおよびインターネット ブラウザと、インストールする Cisco   
Unified CMBE のバージョンとの間に互換性が必要です。表 1 は、このような Web アプリケー     
ションに関してサポートされているオペレーティング システムとブラウザの組み合せを示し 
ています。

Cisco Unified Communications Manager の各アプリケーション（Cisco Unified CM Administration       
など）は、異なるブラウザをサポートしています。Cisco Unified CMBE サーバのすべての Web    
アプリケーションでサポートされるブラウザは、Microsoft Internet Explorer 6.0 だけです。

 • 表 2 は、適切なブラウザ コンフィギュレーションで必要なソフトウェアを示しています。管理  
者ワークステーションでのブラウザの設定方法は、『システム アドミニストレーション ガイド  
for Cisco Unity Connection：Cisco Unified CMBE』の「管理者ワークステーションでのブラウザ     
の設定」の章に記載されています。

表 1 管理者ワークステーションでサポートされているオペレーティング システムおよびブラウザ 

Cisco Unity 
Connection の
バージョン

管理者ワークステーションの 
オペレーティング システム 管理者ワークステーションのブラウザ

6.0(1) Microsoft Windows Vista Microsoft Internet Explorer 7.0

 • Microsoft Windows Server 2003

 • Microsoft Windows XP

 • Microsoft Windows 2000

 • Microsoft Internet Explorer 6.0 およ    
び 7.0

 • Mozilla Firefox 2.0

Red Hat Enterprise Linux Mozilla Firefox 2.0

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_data_sheets_list.html
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ソフトウェア要件：ユーザ ワークステーション
 • ユーザが Cisco Personal Communications Assistant にアクセスできるようにするには、ユーザ ワー      
クステーションのオペレーティング システムおよびインターネット ブラウザと、インストー  
ルする Connection のバージョンとの間に互換性が必要です。サポートされているバージョンの  
組み合せについては、 

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html にある『互換 
性マトリクス：Cisco Unity Connection とユーザ ワークステーション上のソフトウェア』を参照    
してください。

 • IMAP 電子メール クライアントを使用して Cisco Unity Connection ボイス メッセージにアクセ       
スする場合、電子メール クライアントには、インストールする Connection のバージョンとの互   
換性が必要です。サポートされているクライアントとバージョンの組み合せについては、 

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html にある『互換 
性マトリクス：Cisco Unity Connection とユーザ ワークステーション上のソフトウェア』を参照    
してください。

 • 表 3 は、適切なブラウザ コンフィギュレーションで必要なソフトウェアを示しています。これ  
は、ユーザ ワークステーションにインストールされているブラウザによって異なります。ユー 
ザ ワークステーションでのブラウザの設定方法は、『Cisco Unity Connection ユーザ ワークス     
テーション セットアップ ガイド』に記載されています。

表 2 管理者ワークステーションでの適切なブラウザ コンフィギュレーションで必要なソフトウェア

Cisco Unity 
Connection 
のバージョン ブラウザ 必要なソフトウェア

6.0(1) Firefox 次のソフトウェア。オペレーティング システムによって異な 
ります。

 • Apple Mac OS X の場合：

－ Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime 
Environment 5.0 Release 3 以降 

－ Java Embedding Plugin for Mac OS X バージョン 0.9.5 以         
降1

 • Linux の場合：

－ ALSA ドライバ バージョン 1.0.9 以降

－ Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime 
Environment 5.0 Update 6（1.5.0_06）以降

 • Windows の場合、Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）     
Runtime Environment 5.0 Update 6（1.5.0_06）以降

1. Java Embedding Plugin for Mac OS X は、Firefox バージョン 1.5.0.1 以降に組み込まれています。

Internet Explorer Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime Environment 5.0      
Update 6（1.5.0_06）以降

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html
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表 3 ユーザ ワークステーションでの適切なブラウザ コンフィギュレーションで必要なソフトウェア

Cisco Unity 
Connection 
のバージョン ブラウザ 必要なソフトウェア

6.0(1) Apple Safari Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime Environment 5.0      
Release 3 以降 

Firefox 次のソフトウェア。オペレーティング システムによって異な 
ります。

 • Mac OS X の場合：

－ Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime 
Environment 5.0 Release 3 以降 

－ Java Embedding Plugin for Mac OS X バージョン 0.9.5 以         
降1

 • Linux の場合：

－ ALSA ドライバ バージョン 1.0.9 以降

－ Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime 
Environment 5.0 Update 6（1.5.0_06）以降

 • Windows の場合、Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）     
Runtime Environment 5.0 Update 6（1.5.0_06）以降

1. Java Embedding Plugin for Mac OS X は、Firefox バージョン 1.5.0.1 以降に組み込まれています。

Internet Explorer Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Runtime Environment 5.0      
Update 6（1.5.0_06）以降
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COS 制御機能の要件
表 4 は、サービス クラス（COS）で制御される Cisco Unity Connection 機能の要件を示しています。

表 4 COS 制御の Cisco Unity Connection 機能の要件 

機能 要件 考慮事項

テキスト/スピーチ（TTS）
を使用した Microsoft  
Exchange 電子メールへの 
アクセス

 • ボイスメール ユーザ ライセンスおよび  
アドバンス ボイスメール ユーザ ライセ   
ンス

 • サポートされている Exchange のバー
ジョンおよびエディション

 • サポートされている Windows ドメイン  
コンフィギュレーション内の Exchange 
サーバ

P.7 の「Exchange の予定表と連絡先にアクセ  
スする場合および TTS を使用して Exchange   
の電子メールにアクセスする場合の要件」を

参照してください。

 • ユーザは、TTS 機能へのアクセスとその 
使用を許諾するライセンスのある COS 
に属している必要があります。 

 • また、ユーザには、そのユーザのメール

ボックスが格納された Exchange サーバ  
を指定した Connection の外部サービス ア   
カウントも必要です。 

 • ユーザが実行できるのは、電子メールの

取得、保存、および削除だけです。電子

メールの返信または転送は行えません。

 • ユーザは電話を使用して電子メールを削

除できますが、クライアントによっては、

引き続きクライアントの Inbox に電子  
メールが表示される場合があります。

Cisco Unity Inbox ボイスメール ユーザ ライセンスおよび Inbox   
ユーザ ライセンス

ユーザは、Cisco Unity Inbox の使用が有効な   
COS に属している必要があります。

Cisco Unity Personal Call 
Transfer Rules

 • ボイスメール ユーザ ライセンス ユーザは、Cisco Unity Personal Call Transfer    
Rules の使用が有効な COS に属している必要  
があります。

Microsoft Exchange との  
連絡先および予定表の連

動

 • ボイスメール ユーザ ライセンス

 • サポートされている Exchange のバー
ジョンおよびエディション

 • サポートされている Microsoft Windows  
ドメイン コンフィギュレーション内の 
Exchange サーバ

P.7 の「Exchange の予定表と連絡先にアクセ  
スする場合および TTS を使用して Exchange   
の電子メールにアクセスする場合の要件」を

参照してください。

ユーザは、Microsoft Exchange の使用が有効な  
COS に属している必要があります。

また、各ユーザには、ユーザのメールボック

スが格納された Exchange サーバを指定した  
Connection の外部サービス アカウントも必要  
です。 
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Cisco Unity Connection  
ボイス メッセージへの 
IMAP クライアント アク  
セス

 • ボイスメール ユーザ ライセンスおよび  
IMAP ユーザ ライセンス

 • ユーザ ワークステーション上のサウンド 
カード、スピーカ、およびメディア プレー 
ヤー

 • サポートされている IMAP クライアン  
ト。 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps650
9/products_device_support_tables_list.html
にある『互換性マトリクス：Cisco Unity 
Connection とユーザ ワークステーション  
上のソフトウェア』を参照してください。

 • ユーザは、IMAP クライアントを使用した 
ボイス メッセージへのアクセスが有効な 
COS に属している必要があります。

 • ボイス メッセージは、WAV 添付ファイ  
ルが添付された電子メールです。

 • ユーザが実行できるのは、ボイス メッ 
セージの取得、保存、および削除だけで

す。ボイス メッセージの返信または転送 
は行えません。

 • ユーザは、IMAP クライアントを使用して 
プライバシーの保障されたボイス メッ 
セージを再生することはできません。

 • クライアントによって、ユーザは、［削除

したメッセージ］フォルダを定期的に空

にして、ボイス メッセージを完全に削除 
する必要があります。

音声認識機能  • ボイスメール ユーザ ライセンスおよび  
アドバンス ボイスメール ユーザ ライセ   
ンス

 • Cisco Unity Connection サーバおよび電話   
システムでの G.711 Mu-Law オーディオ   
形式

 • ユーザは、音声認識の使用が有効な COS 
に属している必要があります。

 • G.729a オーディオ形式はサポートされて 
いません。

表 4 COS 制御の Cisco Unity Connection 機能の要件 （続き）

機能 要件 考慮事項

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html
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Exchange の予定表と連絡先にアクセスする場合および TTS を使用し
て Exchange の電子メールにアクセスする場合の要件

Cisco Unity Connection を使用すると、ユーザは、Microsoft Exchange の予定表および連絡先データに     
基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できます。また、Connection を使用すると、ユーザはテ 
キスト /スピーチ（TTS）を使用して Exchange の電子メールを聞くことができます。

この項では、次のことを説明しています。

 • サポートされている Exchange のバージョンとエディション（P. 7）

 • Exchange および Windows ドメイン コンフィギュレーションの要件（P. 8）

サポートされている Exchange のバージョンとエディション
次のバージョンの Exchange がサポートされています。

 • Exchange Server 2007 Enterprise Edition（英語、フランス語、ドイツ語、または日本語）

 • Exchange Server 2007 Standard Edition（英語、フランス語、ドイツ語、または日本語）

注意 TTS を使用した Exchange 2007 電子メールへのアクセスがサポートされます。ただし、Exchange    
2007 サーバで SSL サーバ証明書を作成およびインストールし、Exchange 電子メールへの TTS アク      
セスを保護することは、現時点ではサポートされていません。このサポートが追加されたときに

は、Cisco.com でテクニカル ノートが公開される予定です。

 • Exchange Server 2003 Enterprise Edition with Service Pack 1 以降（英語、フランス語、ドイツ語、         
または日本語）

 • Exchange Server 2003 Standard Edition with Service Pack 1 以降（英語、フランス語、ドイツ語、ま         
たは日本語）

 • Exchange 2000 Server Enterprise Edition with Service Pack 3 以降（英語、フランス語、ドイツ語、         
または日本語）

 • Exchange 2000 Server Standard Edition with Service Pack 3 以降（英語、フランス語、ドイツ語、ま         
たは日本語）
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Exchange および Windows ドメイン コンフィギュレーションの要件
ユーザがパーソナル着信転送ルールで Exchange データを使用したり、TTS を使用して Exchange 電     
子メールを聞いたりできるようにするには、Exchange サーバが、サポートされている Windows ド   
メイン コンフィギュレーションに含まれている必要があります。

表 5 サポートされている Exchange および Windows ドメイン コンフィギュレーション 

Exchange  
コンフィギュレーション サポートされている Windows ドメイン コンフィギュレーション

Exchange Server 2007 を実行す   
る 1 台のサーバ

 • Exchange サーバは、Windows Server 2003 ドメイン コントロー     
ラ /グローバル カタログ サーバです。 

 • Exchange サーバは、Windows Server 2003 メンバ サーバです。 

Exchange Server 2003 を実行す   
る 1 台のサーバ

 • Exchange サーバは、Windows Server 2003 ドメイン コントロー     
ラ /グローバル カタログ サーバです。

 • Exchange サーバは、Windows Server 2003 メンバ サーバです。

 • Exchange サーバは、Windows Server 2003 ドメイン内の 
Windows 2000 Server メンバ サーバです。

Exchange 2000 Server を実行す   
る 1 台のサーバ

 • Exchange サーバは、Windows 2000 Server ドメイン コントロー     
ラ /グローバル カタログ サーバです。

 • Exchange サーバは、Windows 2000 Server メンバ サーバです。

Exchange Server 2003、 
Exchange 2000 Server、または  
任意の組み合せを実行する 2 
～ 5 台のサーバ

Exchange サーバは、ドメイン コントローラ /グローバル カタログ   
サーバであり、場合によっては、単一ドメインまたは複数のプラ

イマリ /子ドメインのメンバ サーバでもあります。
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Cisco Unity Connection Phone View の要件
サポートされている Cisco Unified Communications Manager のバージョンのファームウェアがインス
トールされた、サポート対象の Cisco Unified IP Phone モデル。サポートされる電話モデルについて
は、『Cisco Unity Connection サポートされるハードウェア /ソフトウェアおよびサポート ポリシー 
Cisco Unified CMBE Release 6.x 対応』 
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps7273/prod_installation_guides_list.html）の「Cisco Unity 

Connection Phone View 機能でサポートされる電話モデル」の項を参照してください。

Phone View は、Cisco Unified IP Phone と通信する場合、その電話のロケールに応じてローカライズ      
されたデータを送信します。IP Phone がサポートされていないロケールに設定されている場合は、  
データはアメリカ英語で表示されます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7273/prod_installation_guides_list.html
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